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　平成30年9月定例会は、9月3日から19日までの会期で開催されました。
今議会に提案されました案件は、条例の―部改正4件、規約の変更1件、補正予算5件、決算認定6件、
剰余金の処分1件、路線の廃止1件、路線の認定1件、人事2件、報告2件、諮問2件、発議2件、合計27
件が上程され慎重なる審議を致しました。なお、一般質問は12名が登壇し、活発な質問が展開されました。

平成29年度　一般会計決算を認定！

歳入

９月
議会

単位：万円未満切捨て

96億円は
どう使われた？

歳出

一般会計の決算

歳　入 99億9,623万円

歳　出 96億4,458万円

歳入歳出差引額 3億5,165万円

歳出総額
96億

4,458万円

歳入総額
99億

9,623万円

民生費
37.7%

総務費
12.0%土木費

7.9%

衛生費
7.5%

消防費
6.4%

農林水産業費
2.2%

その他
5.5%

公債費
9.2%

教育費
11.6%

町税
36.1％

地方交付税
20.5％

その他
（一般財源）

11.5％

その他
（特定財源）

7.5％
国庫支出金

10.7％

県支出金
6.8％

町債 2.2％

臨時財政対策債 4.7％

特別会計別の決算 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額
国民健康保険特別会計 51億9,688万円 50億   578万円 1億9,109万円

水道事業会計
収益的収支 7億8,379万円 7億2,006万円 6,373万円
資本的収支 1億1,885万円 4億3,896万円 ▲3億2,010万円

農業集落排水事業特別会計 2,908万円 2,705万円 202万円
介護保険特別会計 22億1,936万円 21億3,831万円 8,105万円
後期高齢者医療特別会計 3億8,579万円 3億7,888万円 690万円
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29年度予算は、このような事業に使われました

川角中学校体育館大規模改造工事
•工 事 費：2億1,054万6千円
•�工事概要：施設の老朽に伴い大規
模改造工事を実施。内外装・トイ
レ・照明などを更新した。

町道第1224号路線道路改良工事
•工事場所：岡本団地入口
•工 事 費：4,354万4,520円
•工事概要：�延長 L=261.0m�

計画幅員 W=6.0m

農産物加工センター増築工事
•工 事 費：3,587万7,600円
•工事概要：町農産物の利用増進を
図るため、地方創生拠点整備交付金
を利用し、桂木ゆずなどの青果を集荷、
搾汁、冷凍保存する施設を増築した。

議会が注目！
財政を見るポイント

財政力指数

毛呂山町　0.634
　地方公共団体の財政力を示す指数。基
準財政収入額（標準的な地方税収）を基準
財政需要額（行政事務の必要経費）で割っ
た数値の過去３年間の平均値。数値が高
いほど、自主財源の割合が高く財政状況
に余裕があるとされる。

経常収支比率

毛呂山町　91.0%
　公債費や人件費、扶助費といった「固
定費」が、税など自治体が自由に使える
お金に占める割合。数値が高いほど財政
が硬直化し、自由度が少なくなっている
状態を示す。

実質公債費比率

毛呂山町6.1%
　自治体の実質的な借金が財政規模に占
める割合のこと。数値が高いほど返済の
負担が重いことを示す。地方自治体財政
健全化法では、財政の健全度を診断する
４指標の一つで、25%を超えると早期の
健全化を求められる。

町税の
収納状況は？

29年度 収入済額 滞納額 徴収率

町 民 税 17億6,295万円 7,736万円 95.36%

法 人 分 1億3,211万円 187万円 98.60%

固定資産税 14億3,868万円 1億912万円 92.45%

軽自動車税 8,272万円 567万円 93.18%

た ば こ 税 2億   266万円 0円 100%

入 湯 税 42万円 0円 100%

都市計画税 1億1,813万円 906万円 92.37%

単位：万円未満切捨て

近隣市町と比較すると？

29年度 財政力
指数

経常収支
比率

実質公債費
比率

坂 戸 市 0.834 89.6% 4.8%

越 生 町 0.539 88.1% 3.0%

鳩 山 町 0.610 93.9% 7.8%
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予
算
の
使
わ
れ
方
を

チ
ェ
ッ
ク
！

■問�　石釜が入っている
建物は利用中熱くなら
ないのか。事故などは
大丈夫か。
■答答�　側面は熱くならな
い状況と把握してい
るが、改めて確認す
る。

■問　29年度搾汁機を17時間しか使っていないが。
■答答�　12月、1月の柚子による使用のみ。今年は柚子
の取り残しを減らして稼働時間を上げる予定。
■問　柚子の他に搾汁できる作物はなにか。
■答答　今後、柚子以外の柑橘類などを研究していく。
■問　29年度に行った工事はなにか。
■答答�　搾汁機を使った後の清掃をするのに、水では落
としづらいのでお湯が出るようにした。

■問　公民館の交流センター化については。
■答答�　社会教育施設である公民館をより使いや
すい公共施設にするため検討を続ける。
■問�　土曜日に行われている地域学習支援事
業、学びアップ教室の効果は。
■答答�　参加した小学生の学力が上がっている
との報告がある。

　平成29年度一般会計及び特別会計決算については予算決算常
任委員会に付託し、審議しました。
　審議は町政全般多岐にわたり数多くの質疑がなされました。そ
の中から抜粋してお知らせします。

予算決算
常任委員会

外壁がきれいになった東公民館

■問�　学校教育環境等検討委員会で教育環境の
検討が進められる中での体育館の大規模改造
だが、これは教育委員会の考えなのか。
■答答�　検討委員会の意見をいただきながら、第
五次総合振興計画の実施計画に基づき実施
した。

川中体育館大規模改造工事

改修前 改修後

オートキャンプ場の本格的な石釜

■問　水道の石綿管の残延長は。
■答答�　口径100㎜以下は約15.5km。口径125か
ら250㎜まで約６㎞。300㎜以上の太い管、
基幹管路は約3.8㎞。
■問　優先的に変更していくのは。
■答答�　防災計画にのっとった避難場所等の重要給
水施設への水道管を優先的に更新していく。

更新し、�撤去した石綿管

今後使用頻度の高まりに期待

（農産物加工センター搾汁機）
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�

総
合
公
園
に
て 

�

官
民
連
携
の
検
討
調
査
を
実
施
！

�

１
，０
９
９
万
４
千
円

毛
呂
山
中
学
校
プ
ー
ル

�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
対
策

�

１
９
５
万
４
千
円

ふ
る
さ
と
創
造
資
金
補
助
金

�
２
８
０
万
円

　

民
間
参
入
を
促
進
す

る
総
合
公
園
官
民
連
携

事
業
手
法
検
討
調
査
業

務
と
は
、
総
合
公
園
に

て
、
民
間
の
資
金
、
経
営

能
力
及
び
技
術
的
能
力

を
活
用
し
て
総
合
公
園

の
整
備
・
維
持
管
理
等
が

可
能
か
ど
う
か
を
検
討

調
査
す
る
業
務
で
す
。

　

こ
の
調
査
を
実
施

し
、
総
合
公
園
に
お
い

て
、
人
が
集
ま
る
魅
力

あ
る
公
園
に
な
る
に
は

何
が
必
要
で
あ
る
か
を

明
ら
か
に
し
、
今
後
の

都
市
公
園
経
営
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

問　
指
定
管
理
者
制
度
と
は
ど
う
違
う
の
か
。

答答　
官
民
連
携
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用
す
る
。

問　
補
助
率
は
。

答答　
補
助
率
は
１
／
２
で
あ
る
。

問　
補
助
金
を
ど
ん
な
事
業
に
充
当
す
る
の
か
。

答答　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
や
文
化
財
の
説
明
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
す
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
配
送
業
務

�

２
億
４
，０
１
２
万
９
千
円

�

（
債
務
負
担
行
為
）

問　
委
託
し
た
場
合
の
費
用
対
効
果
は
。

答答　
人
件
費
、
調
理
業
務
に
必
要
な
消
耗
品
、
配
送
関

係
、
業
務
等
運
営
管
理
費
で
年
間
約
３
０
０
万
円
程
度

の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

東
武
越
生
線
川
角
駅

�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
整
備
事
業
負
担
金

�

86
万
６
千
円

問　
負
担
率
は
。

答答　
自
治
体
の
負
担
率
は
１
／
３
で
あ
る
。

9月議会ではこんなことが決まりました

生徒の安全が第一

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
，６
０
１
万
６
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
98
億
１
，１
６
６
万
６
千

円
と
定
め
ま
し
た
。

補
正
予
算

単位：万円未満切捨て

区分 補正前 補正額 補正後

一般会計 96 億 5,565 万円 1 億 5,601 万円 98 億 1,166 万円

特
別
会
計

国民健康保険 42 億 6,288 万円 1 億 8,136 万円 44 億 4,425 万円

農業集落排水事業 3,565 万円 △ 25 万円 3,539 万円

介護保険 22 億 0,785 万円 8,111 万円 22 億 8,896 万円

後期高齢者医療 4 億 2,548 万円 △ 224 万円 4 億 2,324 万円

今後の運営に期待が高まる総合公園
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ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
都
道
府
県
税
と

し
て
納
付
さ
れ
、
そ
の
７
割
が
ゴ
ル
フ
場
の

所
在
市
町
村
に
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
地
方
自
治
体
は
、
医
療
・
介
護

な
ど
社
会
保
障
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
へ
の

対
応
、
子
育
て
支
援
、
教
育
な
ど
に
お
い
て

果
た
す
役
割
が
年
々
増
大
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
は
財
源
確
保
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

地
域
活
性
化
お
よ
び
地
方
創
生
に
全
力

で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
中
、
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
交
付
金
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
地
方

創
生
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
が
ゴ
ル
フ
場
所
在
市
町

村
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
て
頂
き
、
現
行
制
度
が
存
続
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

賛
成
多
数
で
可
決

　

毛
呂
山
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
は
、

平
成
26
年
12
月
議
会
で
議
会
の
自
立
権
に

基
づ
き
議
員
発
議
で
提
案
し
、
可
決
・
成

立
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
治
倫
理
条
例
は
全
国
の
多
く
の
自
治

体
が
制
定
し
て
お
り
、
自
ら
の
行
動
に
よ

っ
て
市
民
へ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
る
に
弓
田
茂
樹
議
員
の
２
親
等
以

内
親
族
企
業（
弓
田
工
務
店
）は
今
日
ま
で
条

例
規
定
に
あ
る
辞
退
届
提
出
を
せ
ず
、
町

等
と
の
請
負
契
約
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
議
員
関
係
企
業
に
辞
退
届
を
提

出
さ
せ
る
努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
我
々
全
て
の
議
員

が
町
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
重
大
な
責
務

を
十
分
に
認
識
す
る
と
共
に
、
政
治
倫
理

条
例
を
遵
守
し
高
い
倫
理
性
を
実
証
し
、

町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
う
も

の
で
す
。�

賛
成
多
数
で
可
決

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書

発議第２号　毛呂山町議会議員政治倫理条例の遵守を求める決議

毛呂山町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

一般会計歳入歳出決算認定

　弓田議員は弓田工務店の代表者とは兄弟ではあるが、別人である。
企業には営業権がある以上、部外者の意見が通るとは限らない。
　いくら努力をしても条例に沿う事が出来ない人に数の力で無理強い
をするのは嫌がらせだ。議会として恥ずかしい発議に私は反対します。

　重い障害を持つ方を対象に医療費の一部を補助する制度。今回、県
がこの制度に所得制限を設け、連動し毛呂山町でも所得制限を課すも
の。重度障害者の方々はご苦労が多い。県が所得制限を導入しても町
が制度を続けると言う選択肢もあり、制度の維持を望む。

　町民税・住民税の所得割は、2007年から一律10％になり、低所得
者は苦しんでいます。税率を複数にして応能割に原則戻すべきです。
均等割は人頭税であり無くすべきです。

毛
呂
山
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
遵
守
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

高
橋  

達
夫 
議
員

岡
野 

　
勉 

議
員

牧
瀬 

　
明 

議
員

発
議
第
１
号

発
議
第
２
号

提
出
者

�

荒
木
か
お
る 
議
員

提
出
者

�

長
瀬 

　
衛 

議
員

反 討対 論
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下
田
　
泰
章

平
野
　
　
隆

澤
田
　
　
巌

牧
瀬
　
　
明

弓
田
　
茂
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

村
田
忠
次
郎

岡
野
　
　
勉

小
峰
　
明
雄

高
橋
　
達
夫

長
瀬
　
　
衛

堀
江
　
快
治

佐
藤
　
秀
樹

審
議
結
果

決
算
認
定

一般会計 〇 〇 〇 討
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

介護・後期高齢者特別会計 〇 〇 〇 討
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

国保特別会計 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

水道事業、集落排水特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

水道事業会計未処分利益剰余金 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

一般会計、国保・集落排水・介護・後期高齢者特会補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

町道の廃止・認定、水道給水条例、都市計画条例の改正、
下水道組合規約の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

税条例の改正 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

重度心身障害者医療費支給条例の改正 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 討
× 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書の提出 〇 × × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 議 原案可決

毛呂山町議会議員政治倫理条例の遵守を求める決議 〇 × × 〇 除 〇 〇 × 〇 退討
× 〇 〇 議 原案可決

●議案の審議結果（9月定例会）

議　　　案

議　員　名

○は賛成　×は反対　討は討論　除は除斥　退は退出　議は議長 

◦井上町政２期８年間における主な重点施策の
　具体的効果（成果）� 長瀬　　衛 ◦成年後見制度

◦発達障害者に対する取り組み� 千葉三津子

◦手話言語条例
◦ブロック塀の安全性� 澤田　　巌

◦町の農作物鳥獣被害状況と対策
◦新地方公会計制度� 高橋　達夫

◦通学路の安全対策
◦毛呂山町の防災
◦観光対策
◦道徳教育
◦農業対策� 平野　　隆

◦行政が描く町の将来像とは
◦毛呂バス運行� 下田　泰章 ◦地震や大豪雨等の災害から町民を守れるか

◦道路整備� 村田忠次郎

◦国民健康保険� 牧瀬　　明

※�一般質問の本文は、主な質問と答弁を本人が編集し
ています。

◦川角駅周辺整備及び西大久保交差点(上)整備
� 岡野　　勉

◦町・立地適正化計画� 堀江　快治
◦自治体の新公会計制度
◦臨時財政対策債の現状と町財政政策の将来的見地

◦教育・子育て環境の充実
◦歳入確保
◦観光振興施策の充実� 小峰　明雄

◦災害における防災対策
◦山根荘の現状� 荒木かおる

一般質問 町政を問う町政を問う！！   〜12人が登壇〜〜12人が登壇〜
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高橋　達夫長瀬　　衛

くくり罠で捕獲したイノシシ自画自賛ではなく、結果がほしい毛呂山町

町
の
農
作
物
有
害
鳥
獣
被
害
状
況
と
対
策
は

答 
平
成
28
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
63
頭
を
捕
獲
し
た

　　
過
去
３
年
間
の
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
状
況
と
そ
れ
に
対
す

る
町
の
対
策
と
効
果
は
。

答　

被
害
の
主
な
も
の
は
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
中
山
間
地
域
の
林
道
や
法
面

及
び
田
畑
の
掘
り
起
こ
し
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
果
樹
の
枝
折
り
、
ア
ラ

イ
グ
マ
等
の
農
作
物
の
食
害
等
が
あ

っ
た
。
捕
獲
頭
数
は
平
成
27
年
度
は

イ
ノ
シ
シ
５
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
２
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
76
頭
。
平
成
28
年
度
は

イ
ノ
シ
シ
63
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
７
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
１
７
５
頭
。
平
成
29
年

度
は
イ
ノ
シ
シ
44
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

15
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
47
頭
で
あ
る
。

　　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
が
平
成

27
年
度
は
５
頭
で
あ
っ
た
も
の
が
平

成
28
年
度
は
63
頭
と
急
に
多
く
な
っ

て
い
る
が
理
由
は
。

答　
毛
呂
山
町
鳥
獣
被
害
実
施
隊
を

結
成
し
、
一
年
を
通
し
猟
が
可
能
に

な
り
、
苦
情
相
談
が
あ
れ
ば
即
対
応

で
き
る
事
等
で
あ
る
。

　　
補
助
金
が
29
年
度
は
大
幅
に
増

え
た
が
捕
獲
頭
数
割
で
出
し
た
の
か
。

答　
28
年
度
に
捕
獲
頭
数
が
急
増
し

た
が
、
補
助
金
が
な
か
っ
た
た
め
、
29

年
度
に
費
用
弁
償
等
で
出
し
た
も
の

で
頭
数
割
で
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。

新
地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

　　
町
が
来
年
度
か
ら
採
用
す
る
新

地
方
公
会
計
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な

会
計
制
度
か
。

答　
今
ま
で
の
町
の
会
計
は
現

金
収
支
に
主
軸
を
お
い
た
現
金

主
義
会
計
で
あ
っ
た
が
、
今
後

は
一
般
企
業
と
同
様
の
発
生
主

義
に
よ
る
複
式
簿
記
を
取
り
入

れ
た
会
計
制
度
に
な
る
。

　　
新
公
会
計
制
度
に
す
る
理

由
は
、
人
口
が
減
り
税
収
も
増

え
な
い
、
国
の
借
金
も
１
１
０

０
兆
円
を
超
え
て
い
る
。
行
政

運
営
に
幾
ら
コ
ス
ト
が
か
か
っ

た
か
を
町
民
に
説
明
す
る
時
代

に
な
っ
た
為
と
私
は
考
え
る
が
。

答　
行
政
運
営
を
分
か
り
や
す

く
理
解
す
る
た
め
導
入
し
た
。

　　

町
の
勢
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

町
人
口
は
昭
和
62
年
当
時
に
ほ
ぼ
匹

敵
し
、全
国
的
傾
向
よ
り
厳
し
い
。「
こ

れ
ま
で
、
町
長
は
何
を
や
っ
た
の
か
」

と
い
う
多
く
の
声
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
統
計
指
数
に
表
れ
て
い
る
。
ま

た
、
倫
理
条
例
へ
の
対
応
等
町
長
の

言
動
が
町
民
間
に
混
乱
を
招
き
、
信

頼
感
も
大
い
に
疑
問
だ
。
こ
の
８
年

間
の
重
要
施
策
の
成
果
は
。

答　
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
念
頭
に

置
い
て
き
た
。
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
。

　　
目
指
す
は
、
施
策
を
通
じ
て
人

口
を
戦
略
的
に
改
善
す
る
こ
と
だ
が
、

就
任
後
の
人
口
動
静
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
か
。

答　

想
像
以
上
に
減
少
が
激
し
い
。

町
の
衰
え
に
も
関
係
す
る
の
で
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

　　
こ
の
１
年
間
で
保
全
組
合
構
成

１
市
３
町
の
人
口
減
少
の
74
％
は
本

町
が
占
め
、
断
然
高
い
。
ど
こ
も
横
並

び
現
象
で
は
な
く
、
歴
代
で
も
小
沢

町
政
の
３
倍
の
減
少
率
だ
。
７
年
間
の

人
口
動
向
は
深
刻
で
は
な
い
か
。

答　
現
町
政
が
引
き
起
こ
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
特
異
性
が
あ
る
。

　　
４
年
前
も
自
画
自
賛
が
多
い
と

指
摘
し
た
。
自
己
評
価
も
良
い
が
、
結

果
が
つ
い
て
こ
な
け
れ
ば
、
今
後
も
転

出
が
続
く
。
こ
と
ご
と
く
県
内
下
位

の
指
標
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

答　
下
位
も
相
当
あ
る
の
で
上

に
い
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

　　
住
民
と
協
働
で
行
な
う
安

全
確
保
は
町
の
魅
力
に
繋
が
る
。

自
主
防
災
に
何
を
求
め
る
の
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
克
服

し
な
が
ら
進
め
る
。

　　
リ
プ
ラ
対
策
協
の
混
乱
を

危
惧
す
る
。
執
行
側
の
町
長
が

地
元
集
会
で
補
償
費
分
配
に
言

及
し
た
こ
と
に
反
発
が
あ
る
。

答　
一
住
民
と
し
て
助
言
し
た
。

意
見　

副
管
理
者
、
町
長
の
立

場
を
考
慮
し
対
立
を
生
ま
な
い

よ
う
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ
。

町
長
へ
の
信
頼
感
、
大
い
に
疑
問

答 

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
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下田　泰章荒木かおる

特性を活かした知恵を絞り、町に活気と雇用の創出を！災害時の備えとして期待される乳幼児用液体ミルク

雇
用
の
確
保
！
町
の
特
性
と
は
？

答 
医
療
・
福
祉
関
係
等
の
環
境
が
整
っ
て
い
る

　　
企
業
誘
致
戦
略
に
お
い
て
町
で

は
、
物
流
系
や
商
業
系
企
業
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
人
口
知

能
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端
産
業
に

重
点
を
置
き
現
在
、
鶴
ヶ
島
市
農
業

大
学
跡
地
に
未
来
産
業
の
拠
点
整
備

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
医
療
や

福
祉
業
界
で
も
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
い
っ
た

先
端
産
業
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
当

町
は
、
こ
の
未
来
産
業
促
進
地
域
に

立
地
指
定
さ
れ
て
い
る
。
町
の
特
性
を

活
か
し
た
企
業
誘
致
は
、
町
民
の
雇

用
確
保
に
も
繋
が
る
。
未
来
産
業
に

対
す
る
町
の
将
来
構
想
と
は
。

答　
町
の
強
み
を
活
用
す
べ
く
、
Ａ

Ｉ
な
ど
の
先
端
産
業
に
対
し
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
検

討
す
る
。

　　
香
川
県
三
木
町
。
人
口
約
２
万

７
千
人
。
町
内
に
大
学
や
医
学
部
、

付
属
病
院
を
有
し
、
通
勤
・
通
学
な

ど
で
町
に
や
っ
て
く
る
町
外
人
口
は

約
２
０
０
０
人
。
三
木
町
で
は
、
こ

の
町
外
人
口
に
着
目
し
、
自
治
体
に

住
民
票
が
無
い
人
で
も
、
住
民
と
同

様
の
特
別
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
と
い
う
施

策
を
実
施
し
、
外
か
ら
の
貴
重
な
意

見
も
町
の
施
策
に
取
り
入
れ
、
町
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
る
。
居
住
人
口

は
増
え
な
く
て
も
「
関
係
人
口
」
地

域
に
関
わ
る
人
を
増
や
し
、
そ
の
知

恵
や
気
持
ち
を
活
か
し
町
を
活

気
付
か
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
当
町
の
関
係
人
口
に
対
す

る
考
え
は
。

答　
い
い
考
え
を
参
考
に
取
り

入
れ
て
参
り
た
い
。

　　
「
医
療
と
福
祉
の
町
」
を

掲
げ
る
当
町
。
利
用
者
目
線
に

立
ち
、
も
ろ
ハ
ピ
ネ
ス
館
前
に

停
留
所
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

答　
利
便
性
向
上
を
図
る
べ
く

鋭
意
検
討
し
て
い
く
。

　　
国
の
補
填
で
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
継
続
可
能
か
。

答　
国
の
動
向
に
注
視
し
、
費

用
対
効
果
の
検
証
も
行
う
。

　　
避
難
所
の
暑
さ
、
寒
さ
対
策
と

し
て
ど
の
よ
う
な
備
蓄
が
あ
る
か
。

答　
各
小
中
学
校
に
毛
布
１
２
０
枚
、

防
災
備
蓄
倉
庫
に
４
６
０
枚
、
ア
ル

ミ
マ
ッ
ト
１
５
０
枚
。
必
要
に
応
じ

て
各
避
難
所
に
配
布
す
る
。

　　
乳
幼
児
に
対
す
る
備
蓄
は
。

答　
各
サ
イ
ズ
の
子
ど
も
用
オ
ム
ツ

を
６
６
１
９
枚
、
新
生
児
と
月
齢
９

か
月
以
上
の
乳
幼
児
用
の
粉
ミ
ル
ク
、

哺
乳
瓶
を
防
災
備
蓄
倉
庫
に
備
蓄
し

て
い
る
。

　　
暑
さ
対
策
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ

ー
、
寒
さ
対
策
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
備
蓄
は
い
か
が
か
。

答　
西
日
本
豪
雨
の
際
に
は
避
難
所

の
体
育
館
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
が

設
置
さ
れ
環
境
整
備
に
貢
献
し
た
。

協
定
、
及
び
国
、
県
等
の
連
携
、
依

頼
な
ど
調
査・研
究
を
し
て
参
り
た
い
。

　　
本
年
８
月
、
災
害
時
に
便
利
な

乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
流
通
が
解

禁
と
な
っ
た
が
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄

は
如
何
か
。

答　
水
や
加
熱
処
理
が
困
難
な
災
害

時
に
お
い
て
は
液
体
ミ
ル
ク
の
備
え

は
有
用
な
も
の
。
現
時
点
で
は
流
通

の
解
禁
か
ら
間
も
な
い
こ
と
か
ら
国

内
の
市
販
製
品
が
な
い
た
め
今
後
、

調
査
・
研
究
を
し
て
参
り
ま
す

　　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
な
っ
て

い
る
山
根
荘
だ
が
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
山
根
荘
を
含
む
公
共

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
如

何
か
。

答　
人
口
減
少
と
維
持
修
繕
の

財
政
負
担
を
考
え
た
場
合
、
現

状
の
公
共
施
設
を
現
在
の
ま
ま

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

更
な
る
推
進
に
向
け
て
、
個
別

施
設
計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
、

施
設
の
統
廃
合
な
ど
施
設
の
再

配
置
の
基
本
方
針
も
定
め
て
参

り
ま
す
。

町
民
の
命
を
守
る
防
災
備
蓄
を
！

答 

国
・
県
と
連
携
し
、
調
査
・
研
究
を
す
る
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川
角
駅
周
辺
整
備
及
び
西
大
久

保
交
差
点（
関
根
肥
料
屋
さ
ん
前
）整

備
の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
す
る
。

答　
川
角
駅
周
辺
整
備
事
業
に
関
し

て
は
、
川
角
駅
基
本
設
計
業
務
委
託

の
契
約
を
８
月
に
締
結
い
た
し
ま
し

た
。
南
口
概
略
設
計
に
つ
き
ま
し
て

も
、
発
注
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
川
角
駅
基
本
設
計
業
務
委
託
の

発
注
「
仕
様
書
」
は
ど
う
言
っ
た
も

の
か
、
橋
上
駅
を
前
提
と
し
た
も
の

か
。
ま
た
、委
託
金
額
を
お
聞
き
す
る
。

答　
東
武
鉄
道
か
ら
は
「
橋
上
駅
舎
、

自
由
通
路
」
と
の
案
を
頂
い
た
が
事

業
費
が
高
額
に
な
る
な
ど
、
充
分
に

調
査
、
比
較
検
討
を
大
学
・
学
校
関

係
者
と
も
再
度
協
議
を
し
た
い
。
基

本
設
計
委
託
料
は
１
１
０
０
万
円
。

　
　
南
口
概
略
設
計
の
「
仕
様
書
」

は
ど
う
い
っ
た
前
提
か
。
ロ
ー
タ
リ

ー
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
は
ど
う
な
る
。

ま
た
、
現
道
へ
は
ど
う
ア
ク
セ
ス
す

る
か
。
延
命
寺
脇
に
抜
け
る
の
か
。

答　

計
画
で
は
ロ
ー
タ
リ
ー
、
タ
ク

シ
ー
プ
ー
ル
を
作
り
ま
す
。
現
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
案
と
し
て
は
延
命
寺

脇
に
抜
け
る
も
の
で
す
。

住
民
説
明
会
、
な
ぜ
開
催
し
な
い
！

　
　
自
分
の
生
活
す
る
庭
な
の
に
＝

西
大
久
保
交
差
点（
上
）新
設
改
良
工

事
。
ど
の
段
階
か
。
確
か
な
こ
と
は

全
く
・
何
も
わ
か
ら
な
い
。

　

な
ぜ
説
明
を
し
な
い
の
か
！

お
手
上
げ
状
態
。
自
治
会
長
も

「
住
民
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ

て
も
説
明
で
き
な
い
」
状
態
。

　

住
民
参
加
が
風
前
の
灯
し

び
！
住
民
不
在
！
改
善
を
願
う
。

答　
安
全
な
交
差
点
を
作
る
の

が
目
的
で
全
町
の
問
題
。
ま
た

信
号
機
設
置
を
見
据
え
、
埼
玉

県
、
西
入
間
警
察
、
町
の
３
者

で
協
議
。
安
全
で
実
現
可
能
な

計
画
案
を
持
っ
て
説
明
し
ま
す
。

意
見　

工
事
概
要
、
目
的
、
完

成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
。

現
段
階
で
一
度
、
町
は
説
明
し

住
民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
。

　
　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
状
況
は
。

答　
６
路
線
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
は
。

答　

町
内
13
箇
所
及
び
総
延
長
５
・

１
㎞
の
設
置
を
し
て
い
る
。

　
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
効
果
は
。

答　

自
動
車
の
平
均
速
度
が
時
速

２
・
６
㎞
減
少
し
、
歩
行
者
と
の
離

隔
距
離
が
20
㎝
拡
大
し
た
と
の
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
交
通
指
導
員
の
配
置
状
況
は
。

答　
20
箇
所
に
20
人
の
交
通
指
導
員

を
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通
整

理
及
び
交
通
安
全
指
導
を
し
て
い
る
。

毛
呂
山
町
の
防
災
に
つ
い
て

　
　
現
在
の
防
災
計
画
の
ご
所
見
は
。

答　
災
害
対
策
基
本
法
第
42
条
の
規

定
に
よ
り
県
の
防
災
計
画
を
基
準
と

し
て
、
町
の
地
域
性
を
考
慮
し
独
自

の
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
た
。

観
光
対
策

　
　
圏
央
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ
ー
に
毛
呂

山
の
案
内
表
示
が
無
い
が
。

答　

高
速
道
路
の
標
識
に
つ
い
て
は

国
交
省
所
管
の
道
路
標
識
適
正
化
委

員
会
の
協
議
を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

　
　
毛
呂
山
の
名
前
が
標
識
に
必
要

と
思
う
が
如
何
か
。

答　
標
識
掲
載
に
選
定
さ
れ
る
よ
う
、

町
の
知
名
度
向
上
に
努
め
て
い
く
。

道
徳
教
育

　
　
小
学
校
で
は
今
年
か
ら
、
中
学

校
で
は
来
年
度
か
ら
道
徳
が
教

科
に
な
る
が
ご
所
見
を
伺
う
。

答　
道
徳
教
育
を
通
じ
て
「
正

直
、
誠
実
、
公
正
、
正
義
」
を

明
示
し
、
い
じ
め
問
題
へ
の
対

応
や
現
代
的
課
題
の
扱
い
も
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
採
点
方
法
は
。

答　
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な

く
、
学
習
状
況
や
成
長
の
様
子

を
評
価
す
る
個
人
評
価
と
す
る
。

農
業
対
策

　
　
収
入
保
険
制
度
と
は
。

答　

平
成
31
年
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
農
業
経
営
者
の
収

入
減
を
補
填
す
る
制
度
。

スクールゾーン住民参加で安全安心な道路行政を！！

住
民
に
説
明
会
、
声
を
聞
く
べ
き
だ
！

答 

学
校
、
西
入
間
警
察
と
協
議
を
し
て
い
る

通
学
路
の
安
全
対
策
は

答 
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
を
設
置
し
て
い
る

平野　　隆岡野　　勉
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千葉三津子

　
　
単
身
高
齢
世
帯
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
当
町
の
今
後
の
動
向
は
。

答　
増
加
し
て
い
く
も
の
と
予
測
さ

れ
る
。

　
　
市
民
後
見
人
育
成
事
業
を
32
年

度
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
と
の
事
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

答　
市
民
後
見
人
養
成
の
た
め
研
修

の
実
施
方
法
や
市
民
後
見
人
の
活
動

を
安
定
的
に
実
施
す
る
た
め
の
組
織

体
制
の
構
築
、
適
正
な
活
動
の
支
援

等
を
制
度
の
実
施
に
必
要
な
内
容
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
し
て
参
る
。

発
達
障
害
に
対
す
る
取
り
組
み

　
　
平
成
17
年
４
月
よ
り
発
達
障
害

支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
し
て
よ
り
、
制

度
の
狭
間
に
お
か
れ
必
要
な
支
援
が

届
き
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
た「
自

閉
症
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
に
類
す
る
脳
機
能
性
障
害

で
は
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て

発
生
す
る
も
の
」
と
定
義
し
支
援
の

対
象
と
な
っ
た
。
当
町
の
発
達
障
害

に
対
す
る
支
援
及
び
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
発
達
障
害
の
症
状
が
現
れ
た
後
、

出
来
る
だ
け
早
期
に
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
適
切
な
支
援
が
重
要
だ
。

相
談
支
援
体
制
の
確
立
を
目
指
し
地

域
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
広

報
や
啓
発
活
動
に
努
め
て
参
る
。

　
　
発
達
障
害
者
と
そ
の
家
族

が
抱
え
る
新
た
な
「
ひ
き
こ
も

り
」
の
問
題
が
あ
る
。
近
年
で

は
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
乳
幼
児
か
ら
高
齢
期
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
重
要
と

の
事
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
支
援
が
重
要
と
思
う
か
。

答　
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
な

様
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

　
　
早
期
発
見
す
る
為
に
は
現

在
行
わ
れ
て
い
な
い
５
歳
児
健

診
が
有
効
で
あ
る
と
思
う
が
。

答　
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関

に
繋
げ
、
調
査
研
究
し
て
参
る
。

地域社会から孤立させないような支援体制を

　
　
昨
年
２
月
に
公
表
さ
れ
た
、
町

の
立
地
適
性
化
計
画
と
は
。

答　
全
国
的
に
も
先
駆
け
、
町
の
将

来
的
発
展
に
、
持
続
可
能
な
構
想
で

あ
る
。
中
心
市
街
地
に
お
け
る
人
口

減
少
・
空
洞
化
及
び
厳
し
い
財
政
収

支
へ
の
対
応
の
為
、
コ
ン
パ
ク
ト
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
旗
印
で
、

縮
退
時
代
に
備
え
る
町
づ
く
り
を
進

め
る
為
の
施
策
で
あ
る
。

町
に
お
け
る
現
況
と
課
題

　
　
事
業
の
推
進
に
は
、
最
低
限
の

基
盤
整
備
が
条
件
と
思
う
が
。

答　
普
遍
的
な
基
準
は
、
高
い
利
便

性
で
あ
る
が
、
都
市
計
画
道
路
の
未

着
手
区
間
、
生
活
道
路
の
脆
弱
箇
所

の
多
い
こ
と
等
、
万
全
で
は
な
い
。

　
　
武
州
長
瀬
駅
交
通
結
節
点
事
業

は
、
初
期
の
目
的
に
大
き
く
及
ば
ず
。

特
に
北
口
利
用
者
は
少
な
く
、
活
況

を
呈
し
な
い
。
駅
周
辺
の
新
規
活
性

化
開
発
は
、
至
上
命
題
だ
。

答　
周
辺
団
地
を
視
野
に
、
エ
リ
ア

の
価
値
向
上
の
施
策
を
検
討
。

　
　
不
要
と
な
っ
た
不
動
産
に
つ
い

て
の
対
策
は
。

答　
国
の
動
向
に
注
視
し
、
行
政
に

よ
る
地
権
者
と
利
用
希
望
者
と
を
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
こ
と
が
、
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
時
々
の
振
興
計
画
の
達
成
比
率

に
、
視
点
を
置
く
べ
き
だ
。

答　
結
果
創
出
に
努
力
す
る
。

自
治
体
の
新
公
会
計
制
度

　
　
国
か
ら
何
を
も
と
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答　
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
、
統
一
的
基
準
に
よ

る
財
務
諸
表
等
を
作
成
し
、
責

任
あ
る
経
営
を
わ
か
り
易
く
開

示
。
よ
り
財
政
健
全
化
を
計
る

こ
と
が
使
命
で
あ
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
現
状

　
　
地
方
交
付
税
の
補
填
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
が
、
地
方
債

の
累
積
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

答　
将
来
世
代
の
負
担
増
を
意

識
し
、
債
務
抑
制
に
努
力
。

日中利用者の少ない武州長瀬駅自由通路

利
用
が
進
ま
な
い
成
年
後
見
制
度
！
今
後
の
取
組
み
は

答 

制
度
の
周
知
及
び
支
援
体
制
の
整
備
を
し
て
い
く

人
口
減
少
・
縮
退
時
代
町
の
対
応
は

答 
立
地
適
性
化
計
画
の
推
進
で
魅
力
あ
る
町
へ

堀江　快治
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未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
教
育
長
の
ご
見
解
は
。

答　
地
域
の
特
徴
を
い
か
し
た
、
小

中
一
貫
校
を
目
指
し
ま
す
。
近
隣
の

大
学
・
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
・
各

種
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
９
年
間
を

一
貫
し
た
、
医
療
や
福
祉
と
融
合
し

た
特
色
あ
る
教
育
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
毛
呂
山
町
子
供
読
書
活
動
推
進

計
画
、
新
計
画
の
策
定
等
ご
見
解
は
。

答　

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
、

策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
。

　
　
家
庭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
、
さ

ら
に
地
域
の
歯
科
医
療
機
関
な
ど
の

協
力
・
支
援
を
得
る
こ
と
は
、
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
、
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
小
・
中
学
校
の
歯
・

口
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
は
。

答　
給
食
後
の
毎
日
歯
み
が
き
。
歯

科
衛
生
士
の
歯
科
指
導
や
朝
会
を
利

用
し
て
の
歯
み
が
き
指
導
を
実
施
。

　
　
う
歯
の
治
療
を
適
切
に
進
め
る

に
は
、
地
域
の
歯
科
医
療
機
関
な
ど

と
連
携
し
た
組
織
活
動
は
重
要
。

答　
学
校
歯
科
医
や
歯
科
医
師
会
か

ら
の
ご
指
摘
、
ご
指
導
を
踏
ま
え
た

取
組
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
む
し
歯

を
減
ら
す
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
子
供
た
ち
は
地
域
の
宝
。
保
育

所
職
員
は
、
児
童
の
命
を
預
か
る
心

労
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
保
護
者

の
保
育
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
る
事

は
重
要
と
考
え
る
。
保
育
参
加

事
業
の
普
及
へ
の
取
組
は
。

答　
３
歳
児
以
上
の
保
護
者
が

一
日
保
育
士
体
験
を
行
う
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
出
向
か

な
く
て
も
、
即
時
に
納
付
が
完

了
す
る
、
手
軽
さ
が
特
徴
の
ペ

イ
ビ
ー
、
本
町
で
も
導
入
を
。

答　
議
員
よ
り
ご
案
内
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、
平
成
31

年
度
か
ら
導
入
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
総
合
公
園
に
季
節
の
彩
を
、

感
じ
て
い
た
だ
け
る
整
備
に
、

毛
呂
山
町
緑
の
基
金
の
活
用
は
。

答　
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町内循環バスの車体を活用した有料広告を検討

　
　
水
害
が
心
配
さ
れ
る
箇
所
の
把

握
、
対
策
は
十
分
か
。

答　
浸
水
や
土
砂
災
害
、
氾
濫
が
心

配
さ
れ
る
箇
所
は
水
防
団
や
消
防
組

合
と
連
携
し
て
巡
視
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
葛
川
排
水
路
堤
防
に
は
大
雨
の

た
び
に
排
水
ポ
ン
プ
積
載
の
ト
ラ
ッ

ク
が
出
動
す
る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

答　
県
の
事
業
で
平
成
28
年
に
樋
管

工
事
を
行
っ
た
。
台
風
な
ど
の
際
に

は
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
の
排
水
ポ
ン
プ

を
作
動
さ
せ
て
浸
水
の
危
険
を
軽
減

し
て
い
る
。
当
該
箇
所
は
浸
水
想
定

区
域
で
あ
り
、
過
去
に
水
害
が
多
く

発
生
し
て
い
る
の
で
巡
視
を
強
化
し

て
い
る
。
追
加
対
策
に
つ
い
て
県
に
要

望
を
継
続
す
る
。

　
　
岡
本
団
地
の
救
援
対
策
を
伺
う
。

答　
町
は
29
年
度
に
排
水
用
エ
ン
ジ

ン
ポ
ン
プ
を
２
台
購
入
し
、
水
害
に

備
え
て
い
る
。
排
水
作
業
で
の
対
応

に
も
限
界
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応

じ
て
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
対

応
し
ま
す
。

　
　
水
路
の
護
岸
の
土
嚢
は
風
化
の

為
、
役
を
な
さ
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
か
石

垣
積
み
に
出
来
な
い
か
。

答　
工
法
の
検
討
等
を
含
め
、
早
期

着
手
に
向
け
て
努
力
す
る
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　
生
活
道
路
・
路
面
の
安
全
調
査

は
毎
年
実
施
し
て
い
る
か
。

答　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
日
常

的
に
行
い
、
道
路
の
異
常
や
破

損
箇
所
を
見
つ
け
次
第
、
応
急

処
置
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
段
差
な
ど
危
険
箇
所
の
細

部
チ
ェ
ッ
ク
を
行
政
区
等
に
依

頼
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

だ
け
で
は
異
常
発
見
が
行
き
届

か
な
い
場
合
も
あ
る
。
破
損
箇

所
の
早
期
発
見
と
措
置
の
為
、

大
勢
の
目
で
観
察
し
て
戴
き
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
を
研
究
し
た
い
。

出動している排水ポンプ積載のトラック

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
自
主
財
源
の
確
保
は

答 

微
収
率
の
向
上
・
広
告
収
入
に
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

地
震
や
大
豪
雨
等
の
災
害
か
ら
町
民
を
守
れ
る
か

答 
水
防
団
や
消
防
組
合
と
連
携
し
て
対
応
す
る

小峰　明雄 村田忠次郎
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３
月
１
日
の
全
員
協
議
会
で
国

民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
納
付
金
額

と
税
収
の
比
較
で
後
期
高
齢
者
と
介

護
分
が
不
足
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

納
付
金
は
県
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
広
域
化
に
よ
り
不
足
額
が
生

じ
た
の
で
す
か
。

答　

広
域
化
に
よ
る
も
の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
支
援
金
分
と
介
護
分
を

単
独
事
業
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
歳
入
歳

出
を
計
算
す
る
と
以
前
か
ら
不
足
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
以
前
か
ら
不
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
そ
の
額
は
。

答　
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
不
足

額
は
、
平
成
28
年
度
は
７
９
６
１
万

円
、
平
成
29
年
度
は
８
０
８
６
万
円
。

　

介
護
分
の
不
足
額
は
、
平
成
28
年

度
は
３
０
８
６
万
円
、
平
成
29
年
度

は
３
０
６
８
万
円
で
す
。

　
　
今
ま
で
、
こ
の
不
足
額
は
何
を

充
て
て
対
応
し
て
き
た
の
で
す
か
。

答　
特
別
調
整
交
付
金
、
共
同
事
業

な
ど
に
お
い
て
生
じ
た
繰
越
金
な
ど

で
す
。

　
　
平
成
30
年
度
の
基
金
の
残
額
の

予
定
は
。

答　

昨
年
度
の
基
金
１
億
４
１
７
２

万
円
の
う
ち
、
９
６
０
１
万
円
を
す

で
に
取
り
く
ず
し
て
お
り
本
年
度
の

納
付
金
な
ど
の
不
足
分
に
充
て
て
い

ま
す
。
そ
の
残
額
４
５
７
１
万

円
と
、
昨
年
度
の
収
支
残
額
１

億
９
１
０
９
万
円
の
う
ち
１
億

３
４
２
８
万
円
、
合
計
１
億
８

０
０
０
万
円
を
基
金
に
積
み
立

て
る
予
定
で
す
。

　
　
そ
の
１
億
８
０
０
０
万
円

の
平
成
31
年
度
の
使
い
道
は
。

答　
平
成
31
年
度
の
仮
の
標
準

保
険
税
率
が
秋
に
、
県
よ
り
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
な

ど
を
見
て
か
ら
、
平
成
31
年
度

に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。（
文
中
の
数

字
は
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
て

い
ま
す
。）

2018年度（平成30年度）の納付金額と税収との比較（予想不足額）

　
　
町
が
実
施
し
て
い
る
手
話
講
習

会
の
過
去
５
年
間
の
受
講
人
数
は
。

答　
25
年
か
ら
29
年
で
44
人
、
今
年

は
20
名
が
受
講
し
て
い
る
。

　
　
手
話
は
法
的
に
は
言
語
と
し
て

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

聴
覚
障
害
者
は
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な

面
で
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
き
た
。

こ
の
差
別
を
打
開
し
よ
う
と
埼
玉
県

内
で
は
20
を
超
え
る
市
町
で
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
障
害

者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
毛
呂
山

町
に
も
手
話
言
語
条
例
は
必
要
だ
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

障
害
者
基
本
法
の
、『
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
か
け
が
い
の

な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
』
と

い
う
理
念
に
の
っ
と
り
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
生
す
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
も
手
話

言
語
条
例
の
具
体
化
、
実
施
な
ど
に

も
検
討
し
て
い
く
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性
に
つ
い
て

　
　
今
年
の
6
月
大
阪
北
部
地
震
が

発
生
し
小
学
4
年
生
の
女
児
が
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
り
亡
く
な
っ

た
。
本
町
の
小
中
学
校
の
施
設
に
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
現
状
と
対
策
は
。

答　
大
阪
北
部
地
震
直
後
か
ら
全
て

の
小
中
学
校
に
お
い
て
点
検
を
実
施
、

基
準
に
合
わ
な
い
箇
所
に
は
安
全
対

策
を
実
施
し
た
。

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
ポ
イ

ン
ト
の
周
知
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
。

答　
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
記
載
し
た
。

　
　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の

対
策
に
助
成
す
る
制
度
は
。

答　
本
町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ

な
い
。
し
か
し
、
大
阪
北
部
地

震
を
受
け
て
、
県
内
の
い
く
つ

か
の
市
に
お
い
て
助
成
制
度
を

始
め
る
発
表
が
あ
り
、
県
内
市

町
の
今
後
の
動
向
を
見
極
め
て

い
き
た
い
。

手話は聴覚障害者の『言語』である

澤田　　巌

平
成
31
年
度
の
国
保
財
政
の
見
通
し
は

答 

県
が
秋
に
示
め
す
仮
の
標
準
保
険
税
率
を
見
て
か
ら
検
討

毛
呂
山
町
に
手
話
言
語
条
例
を
！

答 
早
期
の
具
体
化
、
実
施
を
検
討
す
る

区　　分 医療分 支援金 介護分 計

納付金額 68,122 24,789 8,279 101,192

必要税収 47,693 20,820 6,596 75,109

徴収見込額91.5％ 49,353 12,451 4,675 66,480

不足額 1,659 △ 8,368 △ 1,920 △ 8,629

※数字の単位は万円で合計額は一致しません

牧瀬　　明
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

　
渡
邉
　
滿
　
氏

　
　
昭
和
18
年
６
月
生

　
　
川
越
市
新
宿

教
育
委
員
会
委
員

　
丸
木
　
清
之 

氏

　
　
昭
和
46
年
６
月
生

　
　
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

スポーツ環境整備場所の
有効活用
　　　　　服部　武男さん

　私は、毛呂山町に住んで36
年になります。数年前までのサ
ラリーマン時代には、時々スポーツ施設（総合体育館
２階）を利用させてもらって、たくさんの汗をかきま
した。この時リフレッシュ効果が出てストレス解消に
も役立って感謝していました。ところで最近になって
知った事ですが…ウォーキングしやすい環境の為に、
道路に歩いた距離表示が路面に表記されているのをご
存知でしょうか？
　次の２か所を紹介させてもらいます。
①�県道飯能寄居線バイパスウォーキング道路で、毛呂
山町役場から国際医療センターまでの歩道
②毛呂山総合体育館の廻りに有る雑木林道路
どちらの場所も歩くのに良い環境です。ウォーキング
中に通常の歩く速さより、少し早く一定距離を歩くこ
とが血液内に血栓が出来にくい体になるようです。
　このような毛呂山町の自然環境の中で、小鳥がさえ
ずり、災害が無い町での生活で、ウォーキングを通し
て楽しんで行きたいと思っています。

人
　
事

議
会
の
動
き

人
権
擁
護
委
員

　
波
田
　
眞
澄
　
氏

　
　
昭
和
27
年
10
月
生

　
　
毛
呂
山
町
葛
貫

　
初
野
　
誠
治
　
氏

　
　
昭
和
19
年
６
月
生

　
　
毛
呂
山
町
滝
ノ
入

常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
10
月
11
日
～
12
日

(

１)

　
静
岡
県
御
殿
場
市

　�「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

に
つ
い
て
」

(

２)

　
静
岡
県
三
島
市

　�「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み

し
ま
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」

(

３)

　
静
岡
県
焼
津
市

　�「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
災

害
対
策
に
つ
い
て
」

平
成
30
年
度
埼
玉
県
町
村
議
長

会
議
員
研
修
会

　
平
成
30
年
10
月
17
日

　
フ
レ
サ
よ
し
み

　�

議
会
改
革
を
め
ぐ
る
最
近
の

動
向
と
課
題

平
成
30
年
入
間
郡
町
村
議
会
議

員
研
修
会

　
平
成
30
年
10
月
22
日

　�

議
会
改
革
に
つ
い
て
～

　『
住
民
の
議
会
』
を
つ
く
る

　
『
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
』

夏
の
猛
暑
が
嘘
の
よ
う
。
今
で

は
長
袖
の
シ
ャ
ツ
に
、
ア
イ
ス

コ
ー
ヒ
ー
か
ら
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ

ー
へ
と
季
節
の
移
行
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
町
の
行
事
も
『
町

レ
ク
』
か
ら
「
当
議
会
だ
よ
り
」

が
発
行
さ
れ
る
11
月
に
は
『
流

鏑
馬
』
が
本
祭
を
迎
え
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
は「
読
書
の
秋
」

「
食
欲
の
秋
」
そ
れ
と
も
「
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
」
で
す
か
。
こ
ん

な
質
問
も
古
風
か
な
？

　

世
界
の
平
和
が
土
台
！
ど
う

ぞ
、
素
晴
ら
し
い
秋
を
ご
満
喫

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

�

（
岡
野
　
勉
）

　

委
員
長�

下
田
　
泰
章

　

副
委
員
長�

荒
木
か
お
る

　

委　
　

員�

平
野
　
　
隆

　
　
　

〃　

�

澤
田
　
　
巌

　
　
　

〃　

�

千
葉
三
津
子

　
　
　

〃　

�

岡
野
　
　
勉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

（
議
長
）　

佐
藤
　
秀
樹

編
集
委
員

町政モニターの声

９月定例会傍聴者数
本会議日 傍聴者数

9月 3日（月） 1名
9月  4日（火） 28名
9月  5日（水） 15名
9月  6日（木） 4名
9月  7日（金） 0名
9月19日（水） 8名

計 56名


